
第２学年 国語科学習指導案 

２年Ｂ組     ３０名 

指導者   西村 尚美 

 

１ 単元名  音読劇発表会をしよう        『お手紙』（光村図書 ２年下) 

 

２ 指導にあたって 
  学習者は，これまで朝の読書タイムや週末の家庭読書の時間，学校図書館の利用等を通して

読書に親しんできた。特に学校図書館の利用を楽しみにしており，本を借りるとすぐに夢中に
なって読む学習者も多い。しかし，文章を読んで物語の世界を楽しんだり，本の内容を理解し
たりすることが十分にできない学習者もおり，個によって読書量や読む本の種類に偏りが見ら
れる。１学期の『スイミー』の学習では，場面の様子に着目し，スイミーの行動を想像した。
学級全体で想像したことを共有しながら，スイミーの世界に親しむことができた。本単元では，
二人の登場人物の行動や会話を具体的に想像する。表現力豊かに音読する活動を通して，その
根拠となる言葉について考え，登場人物の行動と様子を詳しく読み，物語の世界を想像するこ
とができるようにしたい。そして，想像を広げて本を読むことの楽しさを味わうことで，学習
者が進んで読書に親しむ態度を養いたいと考え，本単元を設定した。 

  本単元では，『お手紙』を扱う。『お手紙』は，二人の登場人物の会話や行動を中心に物語
が展開していく。会話の際のがまくんとかえるくんの表情や口調，様子などを想像することで，
登場人物の心情の変化を読み取ることができる教材である。登場人物の表情や口調，しぐさな
どを具体的にイメージしたり，行動や会話の理由を想像したりしながら登場人物になりきって
音読することができるようにしたい。 

  本単元における学習者の活動目標は，『お手紙』の学習を基に登場人物の会話文を学習者が
想像してオリジナルの台本を作り，音読劇にして発表することである。オリジナルの台本を作
るにあたり，がまくんやかえるくんへの理解を深めるために，がまくんとかえるくんシリーズ
の並行読書を行う。学習者一人一人ががまくんとかえるくんの物語の世界に想像を広げ，主体
的に学習課題に取り組むことができるようにしたい。第一次では，活動目標を基に単元の計画
を立てる。第二次では，挿絵や会話文を根拠にしながら自分の考えを形成し，友達と伝え合う。
他者の考えを聞いて自分の考えが広がるように，友達の考えのよいところを見付けたり，比較
したりすることができるように話合い活動を行う。学級全体でそれぞれの考えを共有すること
で，場面の様子や登場人物の気持ちをより深く想像して読むことができるようにしたい。また，
登場人物の気持ちを考えて音読する活動を通して，読み方を工夫したり，動作をつけて読んだ
りすることができるようにする。役割音読をする様子は，グループ毎にタブレットで撮影する。
そして，撮影した動画や友達の音読について振り返り，さらに表現豊かに音読することができ
るようにしたい。撮影した動画は，それぞれのタブレットに保存し，第三次の活動をする際に
生かすようにする。第三次では，グループで発表したい場面や役割を決定し，オリジナルの台
本作りに取り組む。音読劇を発表するというゴールに向けて，友達同士で対話しながら読み方
や動作・表情などを工夫し，協働的に学ぶことができるようにしたい。音読劇発表会では，学
習者一人一人が主体的・対話的で深い学びを実現した成果を発表することができる場となるよ
うにしたい。本単元の学習を通して，学習者が他者と対話することで自分の思いや考えを明確
にしたり，深めたりできることを学び，自分の思いを表現する楽しさを感じるとともに，進ん
で自分の思いを表現することができるようにしたい。 

 

３ 単元の目標 

(1) 活動目標  音読劇発表会をしよう 
(2) 指導目標と単元の評価規準 

指導目標 評価規準 評価の観点 

○語のまとまりや言葉の響きなどに気を付
けて音読することができるようにする。  

○語のまとまりや言葉の響きなどに気を
付けて音読している。 

知識・技能 
(1)ク 

○場面の様子に着目して，登場人物の行動
を具体的に想像することができるように
する。 

○「読むこと」において，場面の様子に着
目して，登場人物の行動を具体的に想像
している。 

思考･判断･表現 

Ｃ(1)エ 

○文章を読んで感じたことや分かったこと
を共有することができるようにする。 

○「読むこと」において，文章を読んで感
じたことや分かったことを共有してい
る。 

思考･判断･表現 

Ｃ(1)カ 

○言葉がもつよさを感じるとともに，楽し
んで読書をし，国語を大切にして，思い
や考えを伝え合おうとする態度を育て
る。 

○進んで場面の様子に着目して登場人物
の行動を想像し，学習課題に沿って音読
劇に取り組もうとしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 



４ 単元の構想と評価計画 
学習活動と学習者の意識（全１４時間） 主な指導・支援 評価規準 

事前  がまくんとかえるくんシリーズの本を読み進める。  

 

第一次 音読劇発表会をする計画を立てる。・・・・・１時間 

 

 

 

 

 

 

 
 
○がまくんとかえるくん

シリーズの読み聞かせ
や読書経験を基に，活動
への関心を高め，活動へ
の見通しを具体的にも
つことができるように
する。 

 
 
○活動に興味関心を

もって取り組もう
としている。 

  （発言） 
 
 
 
 
 

 

○場面の違いや登場

人物の行動など，内

容の大体をとらえ

ている。 
(発言・ワークシート ) 
 

 

○登場人物の行動や

その理由，表情，口

調，様子などを想像

している。 
(発言・ワークシート・
音読) 

 
○かえるくんの行動

やその理由，表情，
口調，様子などを想
像している。 

(発言・ワークシート・
音読) 

 
 
○登場人物の行動や

その理由，表情，口
調，様子などを想像
している。 

(発言・ワークシート・
音読) 

 
 
 
 
○登場人物の行動や

その理由，表情，口
調，様子などを想像
している。 

(発言・ワークシート・
音読) 

 
 
 
 
 
○これまでの学習を

生かし，想像したこ
とを音読劇に表そ
うとしている。 
(観察・発言 ) 

 
 
 
○友達の助言や読み

方から，自分の読み
方を考えて音読劇
をしようとしてい
る。 

(観察・音読 ) 
○読み方や動きにつ

いて思ったことを
伝え合っている。 

（発言） 
○語のまとまりや言

葉の響きなどに気
を付けて音読して
いる。 
（音読) 

○友達の発表を聞い
て，読み方と動きに
ついて思ったこと
を伝えている。 

(発言・ワークシート） 

第二次 『お手紙』を読み，役割音読をする。・・・・８時間（本時７／８） 

 

①②『お手紙』を読んで，場面や登場人物の行動を確かめる。 

 

 
 
○場所を基本に場面を分

け，登場人物やその主な
行動を整理し，音読劇に
取り組むという意識を
もたせる。 

 
 
 

③④悲しい気持ちで手紙を待つ二人の行動や様子を想像して役割音読をする。 

 

 

 

○挿絵を切り口に，叙述に
合わせて登場人物の行
動を具体的に捉えさせ
る。 

○二人の悲しい気分の理
由の違いに気付かせる。 

 

 

⑤かえるくんの家でのかえるくんの行動や様子を想像して役割音読をする。 

 

 

 

 

 
 
○「とび出し」などの語句

を動作化することで，登
場人物の行動をより具
体的に想像させる。 

 

 

⑥がまくんの家での二人の行動や様子を想像して役割音読をする。 

 

 

 

 

 

 
 
○「あきあきした」や繰り

返しの言葉などから，二
人の行動の違いを具体
的に想像させる。 

  

 

⑦⑧幸せな気持ちで手紙を待つ二人の行動や様子を想像して役割音読をする。 

 

 

 

 

 

 

 
○悲しい気持ちと対比さ

せながら二人の気持ち
を考えることで，登場人
物の行動を具体的に想
像させる。 

 
 
 
 
 
 
○登場人物の様子に想像

を膨らませて会話文を
作り出し，オリジナルの
台本を仕上げさせる。 

 
 
 
 
○役割を決めて，読み方や

音読の工夫を書き込ま
せる。 

○友達の助言をそのまま
取り入れるのではなく，
自分の考えと比べた上
で決めさせる。 

 
 
 
○それぞれの工夫の良か

った点を中心に感想を
交流する。 

○想像したことを音読劇
で表せたかなどを振り
返らせる。 

 

第三次  オリジナル台本を作って，音読劇発表会をする。・・・５時間 

 

①グループで音読劇をしたい場面を決めて，オリジナルの台本を作る。 

 

 

 

 

 

 

②③④役割を決めて，音読劇の練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤音読劇発表会をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わたしは，かたつ
むりくんが出てくる
場面を読みたいな。  

 どの役にしようか
な。どのように読む
といいのかな。  

がまくんとかえる
くんシリーズの本を
読んで，二人のこと
をもっと知ろう。  

が 

ま 

く 

ん 
と 

か 

え 

る 

く 

ん 

シ 

リ 

ー 

ズ 

の 

並 

行 

読 

書 
挿絵を見ると，二

人 と も 同 じ ポ ー ズ
をしていて，表情も
同じだよ。お手紙が
来るといいな。  

 「かなしい時」や
「ふしあわせ」とい
う 言 葉 か ら が ま く
ん の 気 持 ち が 分 か
るね。  

「 ふ た り と も か
なしい気分」と書か
れているから，かえ
る く ん も 悲 し い 気
持ちなんだね。  

「 大 い そ ぎ 」 や
「とび出し」という
言 葉 か ら か え る く
ん が 慌 て て い る 様
子が伝わるね。  

 か え る く ん の お
手紙が，早くがまく
んに届くといいな。
き っ と 喜 ん で く れ
るだろうな。  

 かえるくんは，早
く 手 紙 を 届 け た い
のに，かたつむりく
ん に 頼 ん で い る の
がおもしろいな。  

かえるくんは，３
回 も ゆ う び ん う け
を の ぞ い て い る の
に，お手紙はまだ来
ないね。  

がまくんは，「あ
きあきした」と言っ
ているから，お手紙
が 来 る の を 待 つ の
もつらいのかな。  

手 紙 が 来 る と 知
っ て い る か え る く
ん と 来 な い と あ き
ら め て い る が ま く
ん の 様 子 の 違 い が
おもしろいね。  

挿 絵 の 二 人 の 様
子 も と て も う れ し
そうだね。二人はど
ん な 話 を し て い る
のかな。  

お手紙に「親友」
と書かれていて，が
ま く ん は と て も う
れ し か っ た だ ろ う
な。  

 「しあわせな気持
ち 」 と い う 言 葉 か
ら，がまくんの気持
ち が 変 わ っ た こ と
が分かるね。  

ぼくは，がまくん
役になりたいな。悲
し い 気 持 ち の と き
の読み方は，声を小
さくしよう。  

 読 み 方 や 動 き を
考えて，台本に書き
込もう。どのように
読めば，気持ちが伝
わるかな。  

か た つ む り く ん
が が ま く ん に お 手
紙 を 渡 す 場 面 に 三
人 の 会 話 を 入 れ た
いな。  

 がまくんの顔をの
ぞき込みながら，読
もうかな。動きもつ
けたいな。  

 友 達 の 読 み 方 が
良かったな。わたし
も も っ と 読 み 方 の
工夫を考えよう。  

 動 画 を 見 返 し て
みると，よく聞こえ
ないな。声の大きさ
や 読 む 速 さ に 気 を
つけよう。  

が ま く ん の 悲 し
い 気 持 ち が 分 か る
よ う に 小 さ い 声 で
読 ん で い る の が 良
かった。  

か え る く ん が 窓
か ら の ぞ き 込 ん で
い る 動 き を し て い
た の が 分 か り や す
かった。  

 ナレーションがゆ
っくり読んだり，間
を 開 け た り し て い
て，工夫しているの
が伝わった。 

 会話がたくさんあ
るね。だれが何を言
ったのかを確かめよ
う。  

 場面が変わるとこ
ろで，場所が変わっ
ているね。  

 登場人物は，がま
くんとかえるくん，
か た つ む り く ん だ
ね。  



５ 本時の学習 
(1) 本時の指導について 

本時は，がまくんとかえるくんが幸せな気持ちで手紙を待つ場面の様子に着目して，登場
人物の行動を具体的に想像することをねらいとする。手紙を悲しい気持ちで待つ場面と対
比し，がまくんの気持ちの変化に気付かせる。そして，がまくんの気持ちが変わった理由を
話し合い，手紙が届くことの幸せやかえるくんが親友であることの幸せをがまくんが感じ
ていることを想像することができるようにする。幸せな気持ちで手紙を待っている時のふ
たりの気持ちを発表し合う活動では，がまくんの喜ぶ姿がかえるくんを幸せな気持ちにし
ていることに気付くことができるようにするとともに，登場人物の幸せな気持ちを学級全
体で共有することができるようにする。役割音読では，対話を通して学んだことを生かして
音読する。また，撮影した動画を見て友達の表現のよさや工夫を伝え合い，友達と協働して
学ぶことができるようにする。 

 
(2) 目 標 

①  活動目標 
お手紙が来るのをまっているふたりの気もちを考えて音読しよう。 

② 指導目標 
     登場人物の行動やその理由，表情，口調，様子などを想像することができるようにする。 
 

(3) 展 開  
学習活動 主な指導・支援 具体の評価規準 

１ 本時のめあてをつかむ。 １  前時までの振り返りをし，本時の
学習のめあてにつなげる。 

 
 
 
２  がまくんの台詞に着目して，がま

くんの気持ちが変わったところとそ
の理由を考えさせる。 

 
３  手紙が届くのを待つ幸せだけでな

く，かえるくんという友達の存在に
対するがまくんの幸せな気持ちや，
がまくんの喜びに寄り添うかえるく
んの気持ちを想像することができる
ようにする。 

 
４  撮影した動画や友達の発表を聞い

てよかったところを見付けて伝え合
い，工夫して読むことができるよう
にする。 

 
５  役割音読を振り返り，次時への意

欲を高める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

登場人物の行
動やその理由，
表情，口調，様
子などを想像し
ている。 
（発言・ワーク

シート・音読） 

 
 
  

お手紙が来るのをまっている
ふたりの気もちを考えて音読し
よう。 

 
 

 
２  がまくんの気持ちが変わったと

ころを見付ける。 
 
 
３  幸せな気持ちで手紙を待ってい

るふたりの気持ちを考えて，発表し
合う。 

 
 
 
 
４ 役割音読をする。 
 
 
 
 
５ 本時の学習を振り返り，次時の見

通しをもつ。 
 

 
(4) 本時の評価                       

「十分満足できる」と判断される状況
 

登場人物の行動を具体的に想像して，進んで気持ちを
発表したり，工夫して表現したりすることができてい
る。 

「おおむね満足できる」状況を実現す  
るための手立て 

悲しい気持ちでお手紙を待つ場面のワークシートを
見て二人の気持ちを振り返ったり，二つの場面の挿絵を
比較したりすることで想像することができるようにす
る。 

友達の発表や音読を聞いて，自分の表現に生かすこと
ができるようにする。 

 

 


